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私
の
坪
田
譲
治
研
究
覚
書

―
博
士
卒
論
を
終
え
て
―

劉
　
　
迎

私
が
初
め
て
坪
田
譲
治
の
作
品

に
接
し
た
の
は

一
九
九
四
年
で
し

た
。
そ
の
時
私
が
師
事
す
る
中
国

児
童
文
学
研
究
者
蒋
風
先
生
に
勧

め
ら
れ
、
『
日
本
児
童
文
学
史
』

の
中
の

一
章

「坪
田
譲
治
的
児
童

文
学
創
作
」
を
書
く
た
め
に
、
北

京
図
書
館
で
坪
田
譲
治
の
著
作
を

数
多
く
読
み
通
し
て
い
ま
し
た
。

自
然
あ
ふ
れ
る
故
郷
の
風
土
を
背

景
に
、
素
朴
で
天
真
爛
漫
な
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
描
き
な
が
ら
優
し

さ
や
思
い
や
り
の
心
を
つ
む
ざ
だ

す
一譲
治
メ
ル
ヘ
ン
に
心
を
打
た
れ

「も
っ
と
理
解
を
深
め
よ
う
」
「中

国
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
」

と
決
心
し
て
、
一
九
九
六
年
九
月
、

十
二
年
間
も
務
め
て
い
た
大
学
の

教
職
を
や
め
て
私
費
留
学
生
と
し

て
笈
を
負
う
て
東
渡
し
、
譲
治
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
岡
山
に
来
ま
し

た
。坪

田
譲
治
は
小
川
未
明

‘
濱
田

広
介
と
と
も
に
近
代
児
童
文
学
の

御
三
家
と
言
わ
れ
、
日
本
児
童
文

学
史
上
に
揺
る
ぎ
な
い
位
置
を
確

立
し
た
児
童
作
家
で
あ
り
ま
す

が
、
戦
後
に
な
っ
て
そ
れ
ま
で
の

伝
統
を
否
定
し
新
童
話
創
出
を
目

指
す
現
代
児
童
文
学
運
動
が
起
こ

る
と
、
こ
れ
ら
御
三
家
の
文
学
は

厳
し
く
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
五
十
年
、
坪

田
譲
治
没
後
ま
も
な
く
二
十
周
年

を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
日
、
宮
沢

賢
治

・
新
美
南
吉
ブ
ー
ム
が
高
ま

る
中
、
批
判
の
的
と
さ
れ
て
き
た

御
三
家
の
ほ
う
が
惨
憎
た
る
状
況

を
呈
し
、
児
童
文
学
の
理
論
界
か

ら
は
完
全
に
閑
却
さ
れ
て
し
ま
っ

て
お
り
、
い
わ
ば
そ
の
光
彩
が
消

え
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

坪
田
文
学
の
研
究
に
つ
い
て
言

え
ば
、
研
究
善
や
論
文
は
こ
く
わ

す
か
し
か
な
く
、
し
か
も

「お
化

け
の
世
界
」

「
風
の
中
の
子
供
」

な
ど
の
代
表
作
の
み
を
対
象
と

し
、
彼
が
デ
ビ

ュ
ー
し
た
昭
和
十

年
以
降
の
作
品
評
は
割
合
に
多
く

な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
草

創
期
に
あ
た
る
大
正
期

。
昭
和
初

期

（昭
和
十
年
以
前
）
の
坪
田
文

学
に
目
を
向
け
た
も
の
は
意
外
に

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
故
に
、
私

は
修
士
課
程
を
経
て
博
士
課
程

も
、
ア⊆
の
方
面
の
研
究
に
着
目
し
、

従
来
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
論
じ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
点
を
取

り
上
げ
、
坪
田
文
学
の
成
立
に
直

結
し
た
諸
素
因
及
び
思
想
的
源
流

の
解
明
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
新
資
料
を
織
り
込
み
、
最

大
限
の
努
力
を
尽
く
し
て
追
究
し

て
き
ま
し
た
。
博
士
学
位
論
文
の

作
成
に
お
い
て
、
故
谷
□
澄
夫
理

事
長
の
こ
厚
意
で
福
武
文
化
振
興

財
団
か
ら
文
化
関
係
助
成
金
を
二

年
連
続
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

私
の
研
究
を
順
調
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
唯

一
の
外
国
人

と
し
て
の
坪
田
文
学
研
究
論
文
を

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

坪
田
文
学
は
岡
山
県
な
い
し
日

本
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
、
そ

れ
を
研
究
し
継
承
す
る
こ
と
は
、

新
世
紀
の
進
む
べ
き
方
向
性
と
私

た
ち
の
生
き
て
働
く
指
針
を
見
い

出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
中
国
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
譲
治
メ
ル
ヘ
ン

発
信
な
ど
坪
田
文
学
の
国
際
化

と
、
市
民
全
体
の
参
加
に
よ
る
地

域
文
化
の
振
興
に
つ
な
が
る
坪
田

文
学
の
再
評
価
と
が
至
急
の
課
題

だ
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
す
。
◆
後

同
じ
感
謝
の
気
持
ち
で
、
坪
田
譲

治
文
学
の
研
究
と
中
国
語
訳
に
取

り
組
み
、　
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度

出
版
案
内

福
武
教
育
振
興
財
団
と
同
文
化

振
興
財
団
は
十
三
年
度
に
次
の
よ

う
な
冊
子
を
出
版
し
、
関
係
機
関

に
送
っ
て
い
る
。
こ
希
望
の
方
は

事
務
局
ま
で
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

囲
圏
雪
要
覧
』
（七
月
）
、

『表
彰

・
助
成
の
記
録
』
（七
月
）
、

『教
育
研
究
叢
書
』
（十

一
月
）
、

『年
報
』
Ｃ
一月
）

文
化

『要
覧
』
（七
月
）
、

『表
彰

・
助
成
の
記
録
』
（六
月
）
、

『文
化
関
係
助
成
成
果
報
告
書
』

（九
月
）
、
『年
報
』
含
一月
）

岡
岡
田
胃
不
易
』

第
九
号

（四
月
）
、
第
十
号

（九

月
）
、
第
十

一
号

（
一
月
）

―
今
後
の
行
事
予
定
―

教
育
関
係
助
成
募
集

五
月
八
日

ま
で
文
化

贈
呈
式

七
月

一
日

教
育

贈
呈
式

七
月
十
九
日

英
語
教
員
研
修

七
月
下
旬
～

文
化

発
表
会

九
月
二
十
日

昨
年
十
二
月
に
は
文
化
芸
術
振

興
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
続
い
て

文
化
審
議
会
が
中
間
ま
と
め
を
文

部
科
学
相
に
提
出
し
た
。　
一
方
教

育
の
面
で
は
、
本
年
度
か
ら
新
し

い
学
習
指
導
要
領
の
も
と
に
学
校

週
五
日
制
が
始
ま
る
。

私
た
ち
の
生
渚
を
真
に
豊
か
に

す
る
た
め
に
は
教
育
と
文
化
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
◆
年
度
は
こ

の
意
味
で
大
き
な
節
目
の
年
で
あ

る
。当

財
団
は
、
昨
年
度
の
文
化
関

係
助
成
の
見
直
し
に
引
き
続
き
、

今
年
度
は
教
育
に
関
す
る
諸
事
業

に
つ
い
て
見
直
す
計
画
で
あ
る
。

各
方
面
か
ら
の
こ
指
導
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
（武
）

編

集

後

記

〓́

．ｉ
〓

工
■

岡
山
県
南
西
部
に
位
置
す
る
寄

島
町
。
こ
こ
に
た
く
さ
ん
の
自
然

に
覆
わ
れ
た

「三
郎
島
」
と
呼
ば

れ
る
大
き
な
島
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
三
郎
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
理

科
の
選
択
授
業
を
展
開
さ
れ
て
い

る
土
屋
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。

始
め
は

「地
元
な
の
に
、
こ
の

島
を
知
ら
な
い
子
ど
も
が
多
か
っ

た
」
と
お

っ
し
や
る
土
屋
先
生
。

調
査
の
日
は
、
中
学
校
か
ら
そ
う

遠
く
な
い
島
ま
で
自
転
車
で
移
動
。

図
鑑
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
携
え
、

磯
の
生
物
を
調
べ
る
グ
ル
ー
プ
、

島
の
成
り
た
ち
を
調
べ
る
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
課
題

を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

潮
の
干
満
に
よ
っ
て
島
の
表
情

が
違
う
こ
と
、
見
え
て
く
る
地
層

が
違
う
こ
と
、
波
の
侵
食
や
風
化

に
よ
っ
て
岩
石
の
形
が
変
わ
る
こ

と
。
実
際
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り

子
ど
も
た
ち
が
感
じ
る
自
然
の
力

は
心
を
揺
さ
ぶ
る
も
の
で
、教
科
書

か
ら
味
わ
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
や
疑
間

点
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
調
べ

ま
す
。
そ
こ
で
ま
た
新
た
な
発
見

を
す
る
こ
と
で
深
い
理
解
を
得
、

よ
り
発
展
的
な
段
階

へ
結
び
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、

学
習
渚
動
に
お
い
て
大
変
良

い
循
環
が
起
こ
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。

現
在
、
調
査
は
ほ
と
ん
ど

終
わ
り
、
生
物
の
分
布
マ
ッ

プ
や
島
の
立
体
、
平
画
マ
ッ

プ
の
作
成
を
行
う
と
い
っ
た

ま
と
め
の
作
業
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、

取
り
込
ん
だ
画
像
を
う
ま
く

配
置
し
、
説
明
文
を
加
え
る

…
。
ど
う
す
れ
ば
分
か
り
や
す
く

魅
力
的
な
マ
ッ
プ
に
な
る
か
を
相

談
し
て
作
り
上
げ
て
い
く
姿
は
、

正
に
◆
求
め
ら
れ
て
い
る

「生
き

る
力
」
そ
の
も
の
の
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

「五
感
で
学
べ
る
学
習
」
「郷
土

を
愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
」
を
目

指
す
先
生
。
豊
か
な
自
然
の
中
、

心
と
体
で
楽
し
く
学
び
、
情
操
豊

か
な
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
こ
と
を

期
待
し
な
が
ら
、
寄
島
中
学
校
を

後
に
し
ま
し
た
。
　

　

（樽
丼
）

こ
ん
に
ち
は

岡
山
要
約
筆
記
ク
ラ
プ

を
訪
ね
て

「要
約
筆
記
」
は
、
聴
覚
に
障
害

を
持
つ
方
の
た
め
に
、
話
し
言
葉

を
要
約
し
て
筆
記
す
る
こ
と
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い

を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

二
月

一
日
、
月
例
勉
強
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
会
の
テ
ー
プ
を
聞
き
な
が
ら
Ｏ

Ｈ
Ｐ
用
の
シ
ー
ト
に
要
約
筆
記
の

練
習
を
し
、
そ
の
後
内
容
が
正
し

く
要
約
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
音
声
を
文
字
に

変
換
す
る
（要
約
筆
記
支
援
シ
ス

テ
ム
）機
器
も
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
手
で
書
く
と
い
う
基
本
を
大

切
に
し
、
速
く

・
正
し
く

・
読
み

や
す
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
練
習

さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
山
要
約
筆
記
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
、
主
に
邦
画
に
字
幕
を
付
け
る

こ
と
と
講
演
会
等
で
要
約
筆
記
を

す
る
こ
と
で
す
。
要
約
筆
記
の
依

頼
は
、
月
に
約
二
十
件
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
を
作

っ
て
交
代
で
依
頼
に

応
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
当
財
団
主
催
の
教
育

・
文
化
講

演
会
で
も
要
約
筆
記
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
派
遣
依
頼
の
中
に
は

福
祉
関
係
の
学
生
の
た
め
に
講
師

と
し
て
行
く
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。「自

分
の
活
動
が
だ
れ
か
の
役

に
立
ち
、
そ
れ
が
自
分
の
生
き
が

い
や
自
己
実
甥
に
つ
な
が
る
こ
と

が
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。
」
静
か

に
語
る
お
言
葉
か
ら
、
会
長
青
山

さ
ん
の
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
ｃ　
　
　
　
　
　
　
（樫
本
）

岡
山
要
約
筆
記
ク
ラ
ブ
の
渚
動

へ
の
参
加
、
要
約
筆
記
の
派
遣
を

こ
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
（青
山
さ
ん
宅
）
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三郎島でのフイールド学習 今日はどんな発見があるのだろう
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本
年
度
は
新
し
い
学
習
指
導
要

領
が
企
画
実
施
に
な
る
。
こ
の
節

目
の
年
に
当
財
団
は
左
の
表
の
よ

う
な
事
業
を
行
い
、
岡
山
県
の
教

育
振
興
の

一
端
を
担
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【変
更
点
】

一　
募
集
期
間

こ
れ
ま
で
は
四
月

一
日
か
ら
四

月
末
日
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
今
年

度
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
の
五
月
八
日
ま
で
に
延
長
し
た
。

二
　
図
書
助
成

こ
れ
ま
で
助
成
金
の
使
途
を

「
図
書
等
の
購
入
に
限
る
」
と
し

て
い
た
が
、
学
習
に
関
連
し
た
ソ

フ
ト
教
材
の
購
入
も
含
む
こ
と
と

な
っ
た
。

〓
一　
英
語
教
員
研
修
助
成

対
象
の
条
件
と
し
て

「教
職
経

験
十
年
以
上
」
が
設
け
ら
れ
て
い

た
が
、
今
年
度
は
五
年
以
上
と
し

た
外
、
選
考
方
法
を
書
類
審
査
と

抽
選
だ
け
で
な
く
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
テ
ス
ト
の
結
果
も
加
え
て
総
合

判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
　
海
外
教
育
事
情
調
査

昨
年
度
は
、
九
月
に
起
こ
っ
た

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
の
影
響
で
、

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
昨
年
決
定
し
た

団
員
が
今
年
度
調
査
に
派
遣
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、

今
年
度
の
新
た
な
募
集
は
行
わ
な

しヽ
|＊

各
種
助
成
の
募
集
期
間
は
昨
年

度
よ
り
余
裕
を
持
た
せ
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
先
生
方
か
ら
の

申
請
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（樽
丼
）

福
武
文
化
振
興
財
団

平
成
十
四
年
度

事
業
計
画

表
彰
事
業

一　

福
武
文
化
賞

県
内
の
文
化
向
上
に
著
し
く
貢

献
し
た
個
人

・
団
体
に
贈
り
ま

す
。
昨
年
度
は
漆
芸
家
の
山
口
松

太
氏
と
い
く
ら
し
き
コ
ン
サ
ー
ト

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

二
　
福
武
文
化
奨
励
賞

県
内
の
文
化
向
上
に
著
し
い
貢

献
が
期
待
さ
れ
る
個
人

・
団
体
に

贈
り
ま
す
。
昨
年
度
は
観
世
流

藤
々
会
と
児
童
文
学
作
家
の
あ
さ

の
あ
つ
こ
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

助
成
関
係
事
業

一　

文
化
関
係
助
成

文
化
の
振
興
と
地
域
の
汚
性
化

に
資
す
る
た
め
、
伝
統
的
な
文
化
、

現
代
的
な
度
化
に
か
か
わ
る
渚
動

や
調
査
研
究
に
対
し
助
成
し
ま

す
。

二
　
指
定
文
化
財
保
全
助
成

国
、
県
等
指
定
文
化
財
保
全
の

た
め
の
費
用
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。

〓
一　
文
化
発
表
会
助
成

岡
山
県
郷
土
芸
能
振
興
会
が
行

う
「郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
」

（
八
月
と
十

一
月
に
開
催
予
定
）

に
助
成
し
ま
す
。
平
成
十
三
年
度

の
記
事
は
、
こ
の
頁
下
段
に
あ
り

ま
す
。

四
　
特
定
文
化
事
業
助
成

地
域
の
文
化
振
興
に
特
に
有
益

と
認
め
ら
れ
る
記
念
的
な
文
化
事

業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

伝
統
文
化
振
興
事
業

　

´

一　
吉
備
楽
の
復
興

・
普
及
の
支
援

一
一　
伝
統
工
芸
技
術
の
保
全

・
振
興

の
支
援

そ
の
他

調
査
研
究
、
講
演
会
や
機
関

誌

・
年
報
等
の
出
版
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（樫
本
）

芸
能
フ
エ
ス
テ
イ
パ
ι

渡
り
拍
子

・

頭
打
ち
の
祭
典

昨
年
度
、
岡
山
県
郷
土
芸
能
振

興
会
は
、
夏
の

「踊
り
」
（
皿
踊

り
）
に
続
い
て
、
十

一
月
四
日

「渡
り
拍
子

・
頭
打
ち
」
と
題
し

た
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
た
。
県
内
の
六
団
体
、
延
べ
二

百
人
近
い
出
演
者
が
、
各
地
の
秋

祭
り
を
彩
る
渡
り
拍
子
や
頭
打
ち

を
、
後
楽
園
の
芝
生
の
上
で
披
露

し
た
。
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、

行
楽
客
約
千
人
が
珍
し
い
伝
統
芸

能
を
楽
し
ん
だ
。
ア」
の
催
し
に
は
、

無
形
民
俗
文
化
財
を
広
く
県
民
に

知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
福
武

文
化
振
興
財
団
が
毎
年
助
成
を
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（武
）

平成13年度 文化関係助成 贈呈式

八幡神社 (備中町)の渡り拍子

1表彰関係事業
(1)福武哲彦教育賞

0)福武教育奨励賞

2助成関係事業
(1)教育研究動成

0)図書助成

い)教育研究大会等助成

(4)英語教員研修助成

(け 指定研究助成

0)特定教育事業助成

3調査研究事業
(1)海外教育事情調査

(D県内教育事情調査

4広報・啓発事業
(教育 文化請演会、教育
研究発表会等)

5調査・報告書等の発干ll
(要覧、表彰 助成の記録、
教育研究叢書、海外教育

事情調査報告書、年報等)

論
語
百
章

岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
　
森
崎
岩
之
助

青
少
年
を
め
ぐ
る
近
年
の
状
況

は
、
相
変
わ
ら
す
、
い
じ
め
、
校

内
暴
力
、
不
登
校
な
ど
の
問
題
行

動
や
凶
悪

・
粗
暴
な
少
年
非
行
が

増
加
す
る

一
方
、
児
童
虐
待
を
始

め
と
す
る
青
少
年
を
脅
か
す
事
件

も
多
発
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
青
少
年
の
間
題

は
、
青
少
年
自
身
の
間
題
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
今
日
の
大

人
社
会
の
あ
り
方
、
特
に
日
本
社

会
全
体
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
の
軽

視
、
他
人
を
思
傍
や
る
心
や
公
共

心

・
責
任
感
の
欠
如
な
ど
、
大
人

社
会
の
問
題
を
投
影
し
た
も
の
と

言
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

教
育
の
出
発
点
で
あ
り
、
最
も
重

要
な
生
渚
の
場
で
あ
る
家
庭
は
、

絆
の
切
れ
た
ホ
テ
ル
家
族
と
言
わ

れ
る
有
様
で
あ
っ
た
り
、
地
域
は

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
、
学

校
や
塾
と
家
と
を
つ
な
ぐ
単
な
る

通
路
で
し
か
な
く
な
る
等
、
青
少

年
の
規
範
意
識
や
社
会
性
の
発
達

を
妨
げ
る
要
因
も
増
加
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
社
会
状
況
下
で
、

学
校
教
育
は
、
完
全
週
五
日
制
と

な
り
、
各
学
校
が

「ゆ
と
り
」
の

中
で

「特
色
あ
る
教
育
」
を
展
開

し
、
「生
き
る
力
」
の
育
成
を
目

指
し
て
本
年
四
月
、
新
学
習
指
導

要
領
が
実
施
さ
れ
、
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

特
に
道
徳
教
育
で
は
、
心
に
響

く
体
験
渚
動
を
家
庭
や
地
域
の

人
々
の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
が

自
ら
の
課
題
と
し
て
共
に
考
え
る

学
習
活
動
を
目
指
す
こ
と
に
な

る
。さ

て
、
儒
教
度
化
圏
に
あ
っ
た

我
が
国
も
、
戦
後
の
個
人
主
義
を

基
本
と
す
る
西
洋
化
の
中
で
、
儒

教
は
封
建
的
、
家
父
長
制
の
理
論

で
あ
る
等
の
批
判
を
受
け
、
儒
教

文
化
で
培
わ
れ
、
わ
が
国
の
優
れ

た
伝
統
で
あ
っ
た
家
族
愛
、
社
会

規
範
重
視
な
ど

「不
易
」
の
部
分

ま
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
。

本
県
に
は
、
儒
学
を
教
学
精
神

と
す
る
閑
谷
学
校
が
あ
る
。
そ
の

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
、
岡
山

県
立
和
気
閑
谷
高
等
学
校
は
私
の

母
校
で
あ
る
。

先
年
、
創
学
三
百
三
十
年
を
記

念
し
、
長
い
伝
統
を
生
か
し
た
特

色
づ
く
り
を
進
め
、
新
し
い
時
代

に
羽
ば
た
く
人
間
教
育
を
目
指

し
、
約
五
百
章
と
言
わ
れ
る
論
語

の
中
か
ら
、
時
代
を
超
え
て
こ
れ

か
ら
の
社
会
に
生
か
す
百
章
を
選

び
、
副
読
本

「論
語
百
章
」
を
編

纂
し
た
。

『子
国
、
志
二
於
道
ホ
拠
二
於
徳
弘

依
三
於
仁
弘
沸
三
於
芸
・避
、
『子
日
、

仁
遠
乎
哉
、
我
欲
レ
仁
、
斬
仁
至
央
』

等
の
各
章
を
順
次
朗
唱
す
る
母
校

の
生
徒
の
声
は
、
力
強
く
頼
も
し

い
。わ

が
国
の
精
神
的
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
っ
た
儒
教
、
中
で
も
倫
理
道

徳
と
し
て
の
論
語
な
ど
、
先
輩
た

ち
が
学
ん
だ
足
跡
を
振
り
返
り
、

家
族
と
共
に
噛
み
し
め
て
、
こ
れ

か
ら
の
道
徳
教
育
の
在
り
方
を
考

え
て
み
る
の
も
、
意
義
あ
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

（福
武
教
育
振
興
財
団
　
理
事
）

第
十
六
回
教
育

・
文
化
講
演
会

「
２‐
世
紀
の
教
育
を
考
え
る
」

初
任
の
若
い
体
育
教
師
が
着
任

最
初
の
授
業
で
鉄
棒
の
大
車
輪
を

見
事
に
決
め
て
生
徒
の
心
を
捕
ら

え
た
話
。

け
ん
か
を
生
き
甲
斐
に
し
て
い

た
中
学
生
に
、
リ
ン
グ
の
外
で
や

れ
ば
罪
に
な
る
が
、
リ
ン
グ
の
中

で
や
れ
ば
金
に
な
る
と
、
後
の
ボ

ク
シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

育
て
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
教
師

の
話
。

教
育
は
抑
制
と
育
成
の
両
面
が

大
事
、
ま
た
、
不
完
全
主
義
の
教

育
が
必
要
だ
、
と
説
か
れ
た
。

父
と

一
緒
の
麦
踏
で
、
な
ぜ
踏

み
つ
ぶ
す
の
？
と
聞
い
た
と
き
、

暖
か
く
て
徒
長
す
る
と
穂
が
つ
い

た
と
き
倒
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
と

父
に
教
え
ら
れ
た
話
。

天
才
パ
カ
ボ
ン
の
親
父
は
実
に

立
派
。
何
が
あ
っ
て
も
言
う
こ
と
は

一
つ
、
「そ
れ
で
い
い
の
だ
」
と
。

歴
史
学
者
と
し
て
古
人
か
ら
学

び
取
っ
た
教
育
観
を
基
に
、
こ
自

身
の
体
験
を
通
し
て
身
に
つ
け
ら

れ
た
教
育
の
在
り
方
を
、
数
多
く

の
実
例
を
ま
じ
え
生
き
生
き
と
話

さ
れ
、
迫
力
の
あ
る
感
銘
深
い
講

演
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
三
時
間

で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
（須
智
０

就
実
女
子
大
学

・
就
実
短
期
大
学

学
長

柴

田
　
一
先
生

二
月
十
六
日
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
大
ホ
ー
ル
満
座
の
聴
衆

は
、
柴
田
先
生
の
熱
の
こ
も
っ
た
請

演
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

二
十

一
世
紀
の
教
育
を
考
え
る

に
は
ま
す
温
故
知
新
、
先
人
の
知

恵
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が

大
切
。
人
は
幸
せ
に
な
る
た
め
に

努
力
す
る
が
、
神
様
は
ま
す
幸
せ

に
な
れ
、
そ
う
す
れ
ば
い
く
ら
で

も
努
力
で
き
る
、
と
言
わ
れ
る
。

今
不
幸
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が

長
い
目
で
見
る
と
実
は
幸
せ
な
の

だ
と
分
か
る
こ
と
が
多
い
。

教
師
は
権
威
を
持
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の
良
い
所

を
上
手
に
育
て
る
の
が
仕
事
だ
。

０
３
代
は
昂
Ｏ
ｒ
●
を
箋

講演中の柴田一就実女子大学長
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